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眼疾患治療用Drug Delivery System
低侵襲、抜去が容易、一定の薬剤放出が可能な新規DDS

網膜色素変性症を対象に臨床試験第Ⅰ/Ⅱa相を実施中

長寿化に伴い、難治性網膜疾患患者が年々増加している。しかし、難
治性網膜疾患の根治薬は存在せず、長期間における継続的な薬剤投
与が不可欠となっている。点眼法は薬剤の到達効率が悪く、投与を忘れ
る等の問題があり、硝子体注射や眼球内デバイスは、侵襲性が高く副作
用時の対処が困難である。
本発明は、東北大学阿部俊明教授らが開発した後眼部局所への備置
が容易かつ着脱可能で、長期間継続的に眼球外部から強膜経由して薬
剤が徐放できる低侵襲性のDDSである。光硬化性樹脂のPEGDMと
TEGDMの混合比を変えることで、薬剤の分子量（低分子から高分子ま
で）に応じた徐放制御することが可能で、様々な形状に成型することがで
きる。

概要

 対象疾患
緑内障
加齢黄斑変性症
網膜色素変性症 等
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東北大学技術紹介

PEGDM（P）/TEGDM（T）の混合⽐で徐放制御可能

応用例 関連文献

１年以上薬剤を一定放出可能

 デバイスの設計変更可能
 低分子～高分子の徐放
 細胞を搭載可能
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小さな傷口からシートを噴出後、自己展開するインジェクタブルシート。
抗VEGF剤のような高分子の徐放に対応している。光硬化性樹脂の
PEGDMとコラーゲンからなり、薬剤を徐放制御することが可能である。

展開性インジェクタブルDDS
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薬剤を再注入可能なDDS
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眼疾患治療用Drug Delivery System
非侵襲、抜去が容易、一定の薬剤放出が可能な新規DDS

後眼部局所への備置が容易かつ着脱可能で、長期間継続的に眼球
外部から強膜経由して薬剤が徐放でき、かつ、薬剤を再注入可能な
DDSである。複数回再注入しても徐放制御することができる。

iGel: gelatin/chitosan gel
Injection: iGel + Device
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